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1株当たり当期純利益 2021年3月期  87 円  12 銭  （予想）2022年3月期  90 円  74 銭

連結財務ハイライト

POINT

・売上高は、ワクチン接種の進行に伴い、診療環境も徐々に回復に向かいつつあることにより、前年同期比8.9%増加しました。
・ 営業利益は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響による一部海外工場における操業停止、輸出コンテナ不足による運送

費の高騰等により、前年同期比11.5%減少しました。
・経常利益は、為替レートが比較的円安傾向で推移したことにより、前年同期比0.6%減少となりました。
・ 親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期には米国における係争案件に関する損害賠償引当金等の計上がありまし

たが、当第2四半期には大きな損失計上がなかったことにより、前年同期比33.4%増加しました。

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 親会社株主に帰属する
四半期（当期）純利益

第69期 中間株主通信
2021年4月1日〜2021年9月30日



無線通信によって、ニプロ総合医療ネットワーク（院内看
護業務支援システム「ニプロHN LINE®」、遠隔診療サポー
ト機能付き見守り支援システム「ニプロハートライン™」、
健康管理アプリ「ニプロげんきノート®」）との連携が可能
な「ニプロ非接触体温計 NT-100B」の販売を開始しまし
た。本製品は、直接皮膚に触れることなく体温を測定する
ことができるもので、測定値が「38.0℃以上」になると液晶
画面が赤色に変化する機能を搭載しております。

皮膚赤外線体温計「ニプロ非接触体温計 NT-100B」販売開始

ニプロおよびニプロファーマは、アストラゼネカ株式会社
がCOVID-19ワクチンとして特例製造販売承認を取得し
た「バキスゼブリア™筋注」の製剤化工程の製造に係る受託
製造を開始しました。なお、2021年6月から生産を開始し
ております。
※バキスゼブリア™はアストラゼネカ株式会社の登録商標です。

「38.0℃以上」の場合には液晶画面が赤色に変化

アストラゼネカCOVID-19ワクチン「バキスゼブリ
ア™筋注」の製剤化工程の受託製造を開始
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国内メディカル営業部門では、各診
療分野製品とも堅調に推移。特にワ
クチン接種用の注射針、シリンジの
特需もあったため、注射針類は堅調
に推移。
国内医薬営業部門では、当社への代
替需要が増加。鎮静剤デクスメデト
ミジンが大学病院の7割で採用され順
調に処方されていることや抗アレル
ギー剤ベポタスチンベシル酸塩、抗
菌薬タゾピペのシェアが拡大したこ
とにより売上増加。
海外販売では、世界各地での感染対
策やワクチン接種が進んだことによ
り、ホスピタル関連製品、透析関連
商品の販売が順調に推移。

感染症拡大が全世界で続いている状況
の中、アンプルやバイアルといった基
礎的な医薬用容器のシェア拡大に加
え、高機能商品である滅菌済ガラスシ
リンジや高付加価値バイアル等の拡販
に注力。
国内では、ガラス生地管、ガラスシリ
ンジの医薬用容器関連商品に加え、医
療機器関連ではデンタル針・歯科用麻
酔剤の出荷が好調に推移。
海外では、COVID-19ワクチン需要に
より、中国や欧米市場を中心にバイア
ルや滅菌済ガラスシリンジの出荷が堅
調。欧州ではクロアチアのガラス容器
メーカーを傘下においたことで、アン
プルの販売数量が増加。

製剤化検討から治験薬製造および商
用生産まで、包括的な受託製造事業
を展開しており、当第2四半期におい
ても数品目の新たな製品を出荷。ま
た、ジェネリック医薬品の需要増加
により、鏡石工場と埼玉工場におけ
る当第2四半期の経口剤の生産数量
は、前年同期と比較して増加。
一方、感染症拡大の影響を受けてい
る一部の製品の生産数量は、徐々に
回復の兆しが見られるものの、前年
同期と比較して大きく減少。
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ニプロファーマ 近江工場 建設へ
生産能力の拡充および拠点の分散化による危機管理のた
め、ニプロファーマにおいて抗菌薬と一般薬の２つのエリ
アで構成される新たな注射剤製造工場を建設することを
公表しました。

ニプロファーマ株式会社 近江工場
（滋賀県栗東市六地蔵）
【１期】抗菌薬注射剤
（ダブルバッグ製剤、バイアル製剤）
　　　着　　工：2022年5月予定　
　　　稼働開始：2024年4月予定

【２期】一般注射剤（バイアル製剤等）
　　　時期未定

▲完成予想図

ニプロは、東京大学医学部附属病院と「新型コロナウイル
ス感染症重症化予測システム」の医療機器プログラム承認
と上市を目的とした開発受託契約を締結しました。
なお、本システムの研究開発は、国立研究開発法人日本医
療研究開発機構（AMED）の採択を受け、進めるものです。
1 利用者が所定の問診を入力し、解析を実施
2 機械学習で生成したアルゴリズムを用いて解析を行い、重症化のリ

スクを数値で表示

東大病院と「新型コロナウイルス感染症重症化予測
システム」の開発受託契約を締結

株主の皆さまへ

セグメント別の概況

トピックス

医療関連事業 医薬関連事業 ファーマパッケージング事業 その他事業

2021年

4月 5月 6月 7月 8月 9月

利用者
（医療従事者）

新型コロナウイルス
感染症重症化予測システム

AI問診入力

表示結果
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　新型コロナウイルス感染症拡大による輸
出コンテナの不足による運送費の高騰の継
続に加え、世界的な半導体不足や、原油価
格の高騰に伴う資材・エネルギー価格の高
騰、中国経済減退の懸念など先行き不透明
感が継続するなか、当社グループは、引き
続き国内におけるシェア拡大と海外売上の
拡大および生産コストの低減に取り組み、
ユーザー目線にたった製品の開発を進め、
業績の向上に努めてまいりました。この結
果、当上半期の実績は表紙に記載のとおり
であり、また、セグメント別の概況につい
ては、以下に記載のとおりとなりました。
当社の配当金につきましては、今後益々増
大する資金需要等に備えるべく、内部留保
資金に配慮しながらも、株主さまへの利益
還元を重要な経営施策の一つと位置づけて
剰余金の配当を実施させていただきたいと
の方針に基づき、当期につきましては、連

総合医療メーカーとして
ユーザーのニーズに応えていく

結当期純利益（親会社株主に帰属する当期
純利益）の75%と単体当期純利益の25%
の合計額を配当の基礎となる利益額とし、
その36%を配当原資とすることとしており
ます。
　その結果、中間配当につきましては、1株
につき14円50銭とさせていただきました。

　新型コロナウイルス感染症の拡大により
開催が危ぶまれていた東京オリンピック・パ
ラリンピックが、無観客という形で執り行わ
れました。感染者の急増により医療体制が
逼迫し、日本国内のみならず海外諸国からも
開催の是非が問われる前代未聞の大会と
なったこのオリンピック・パラリンピックは、
コロナ禍において人々が安心・安全に生きら
れる社会を形成するには如何に行動すべき
かを問う大会ともなりました。９月現在、日
本国内では、ワクチン接種率の上昇に伴い

人々が安心・安全に生きられる
社会を

感染者は減少傾向にありますが、海外、特に、
アジア・アフリカなどの発展途上国では依然
としてワクチンの供給不足が続き、さらに、
ワクチン先進国においてもブースター接種
を推奨する流れも生まれ、その世界的需要
は高まるばかりです。また、それ以外の治療
方法の開発にも各社力を注いでおります。
　当社グループは、総合医療メーカーとし
て、シリンジ、注射針、バイアルなどワクチ
ン接種に必須となる製品や医薬品の製造受
託など、さまざまな分野においてユーザー
の皆さまのニーズに応え、事業拡大に取り
組んでおります。今後も、新型コロナウイル
スに打ち克ち、人々が安心・安全に生きら
れる社会を実現するため、グループ一丸と
なって増産体制の構築、新製品の開発・提
供に努めてまいります。
　株主・投資家の皆さまには、引き続きご
支援を賜りますよう、よろしくお願い申しあ
げます。

平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申しあげます。
ここに、当社第69期（2021年4月1日から2022年3月31日
まで）の中間株主通信をお届けさせていただきますので、
ご高覧賜りますようお願い申しあげます。

当上半期を振り返って

代表取締役社長

※ 当連結会計年度期首から会計処理方法を変更したため、事業セグメントの利益または損失の算定方法を同様に変更しております。また、ニプロJMIファーマ Ltd.について報告セグメントの区分を医療関連としておりましたが、当社グループ
の組織管理体制の見直しに伴い、当連結会計年度期首から、医薬関連に含めることに変更しております。前第2四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを記載しております。



この報告書は、再生可能な
植物油インキを使用して
います。

設 立 1954年7月8日
資 本 金 84,397,840,000円
事 業 内 容 医療機器・医薬品および

医療用硝子製品等の製造・販売
従 業 員 数 4,327名（連結従業員数　35,041名）
上場金融商品取引所 東京証券取引所市場第1部

（証券コード 8086）
ホ ー ム ペ ー ジ https://www.nipro.co.jp/

ニプロ株式会社 NIPRO CORPORATION 発 行 可 能 株 式 総 数 400,000,000株
発 行 済 株 式 の 総 数 171,459,479株
株 主 数 82,100名
単 元 株 式 の 数 100株
新 株 予 約 権 の 状 況

①新株予約権の数 3,000個
②目的となる株式の種類及び数 普通株式20,979,020株
③新株予約権の発行価額 無償

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
株主確定のための
基 準 日

定時株主総会　3月31日
期末配当金　　3月31日
中間配当金　　9月30日

単 元 株 式 数 100株
公 告 方 法 電子公告　https://www.nipro.co.jp/

事故その他やむを得ない事由によって電子公告に
よる公告をすることができない場合は、日本経済
新聞に掲載して行います。

株主名簿管理人 〒100-8241　東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社

同事務取扱場所 〒100-8241　東京都千代田区丸の内一丁目3番3号
みずほ信託銀行株式会社　本店証券代行部

お 取 扱 窓 口 お取引の証券会社等。特別口座の場合は、特別
口座管理機関のお取扱店。

特別口座管理機関 みずほ証券およびみずほ信託銀行
お 取 扱 店 フリーダイヤル 0120-288-324

（土・日・祝日を除く 9：00〜17：00）
未 払 配 当 金
の お 支 払

みずほ信託銀行およびみずほ銀行
（みずほ証券では取次のみとなります）

保有
株式数 継続保有期間 優待品

（JCBギフトカード） 基準日 発送時期

1,000株
以上

5年以上 15,000円分
毎年

3月31日
基準日の

属する年の
6月下旬

3年以上 5年未満 10,000円分
1年以上 3年未満 5,000円分

1年未満 なし

保有
株式数 継続保有期間 優待品

（JCBギフトカード） 基準日 発送時期

500～
999株

1年以上 2,000円分
毎年

3月31日
基準日の

属する年の
6月下旬

1年未満 なし
300～
499株

1年以上 1,000円分
1年未満 なし

株主優待制度

※継続保有期間についてやその他の注意事項については、当社WEBサイトにてご案内しております。

当社では、株主の皆さまの日頃のご支援に心より感謝申しあげ、株主優待制度を実施しております。以下保有株式数および保有期間に応じて、JCBギフトカードを贈呈いたします。

代表取締役社長 佐 野 嘉 彦
常 務 取 締 役 吉 岡 清 貴

増 田 利 明
小 林 京 悦
箕 浦 公 人
山 崎 剛 司
佐 野 一 彦
西 田 健 一
大 山 　 靖
余 語 岳 仁

取 締 役 上 田 満 隆
澤 田 洋 三
中 村 秀 人
沓 川 　 靖
伊 藤 昌 幸
岩 佐 昌 暢

取 締 役 赤 崎 五 男
芳 田 豊 司
藤 田 賢 樹
須 藤 　 浩
吉 田 　 博
白 数 昭 雄
畠 山 滉 毅
甲 斐 俊 哉
宮 住 悟 一
貞 廣 　 衝

社 外 取 締 役 田 中 良 子
嶋 森 好 子

常 勤 監 査 役 野 宮 孝 之
社 外 監 査 役 入 江 一 充

長谷川　正　義

（2021年9月30日現在）

大　株　主
株主名 持株数 持株比率

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 18,488千株 11.29%
日 本 電 気 硝 子 株 式 会 社 17,135 10.47
株式会社日本カストディ銀行（信託口） 8,225 5.02
JP MORGAN CHASE BANK　385632 4,504 2.75
株 式 会 社 り そ な 銀 行 3,129 1.91
ニ プ ロ 従 業 員 持 株 会 2,245 1.37
佐 野 和 美 1,910 1.17
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY　505234 1,665 1.02
株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 1,564 0.96
JP MORGAN CHASE BANK　385781 1,487 0.91

（注）1． 当社は自己株式を7,762千株（発行済株式総数に対する所有株式数の割合4.53%）
所有しておりますが、上記大株主からは除外しております。

2．持株比率は、自己株式を控除して計算しております。

（2021年9月30日現在）

株式の状況 （2021年9月30日現在）会社概要

取締役および監査役

株主メモ
◆ 口座振込による配当金受取りのご案内
口座振込による配当金受取りは、配当金の支払開始日に自動的に
ご指定の口座に配当金が振り込まれますので、配当金領収証を紛
失されるリスクや、ゆうちょ銀行窓口へお出かけいただく手間がご
ざいません。
配当金を安全かつ確実にお受取りいただくために、銀行・証券会
社等の口座による配当金受取りをご指定いただくことを、おすす
めいたします。なお、配当金のお受取り方法には、次の4つの方
法があります。

個別銘柄指定方式 ご指定の銀行口座への振込によりお受取りいた
だく方法

登 録 配 当 金
受 領 口 座 方 式

あらかじめ登録した一つの預金口座で株主さま
の保有している全銘柄について配当金をお受取
りいただく方法

株式数比例配分方式 証券会社の口座で配当金をお受取りいただく方法

配 当 金 領 収 証 ゆうちょ銀行（全国本支店および出張所）・郵便
局でお受取りいただく方法

特別口座を除き、お手続・お問い合わせは、お取引の証券会社等
へお願いいたします。（特別口座の場合は、みずほ信託銀行 証券
代行部 フリーダイヤル0120-288-324 まで）


